
江⼝いと（⼈権の詩）

江⼝いと著「⼈権の詩」から、作品の⼀部をパ
ネル化して紹介

B２：２３枚

江⼝いとさんは年間に講演すること約3千回。
⼈権の詩⼈として⽣涯をかけて、部落解放を全国
で叫び続けてきました。亡くなった現在でも、
江⼝いとさんの差別の理不尽さを訴えた詩は、読
む⼈の胸に多くの感動を運んでくれています。

     2010年 7月 1日(木)～7月 30日(金) 

 久留米市人権啓発センター展示室（えーるピア久留米内）

 無 料  ☆駐車場 有り（有料） ただし、30分以内は無料 

 
 
 
 
 
 
 

私たちは、誰でも幸せにくらしたいと願っています。この願いは、誰も侵すことのできない基本的人権として憲法で

保障されています。しかし、私たちの身のまわりには、本人には全く責任のないことでこれらの保障されている権利が

不当に制限されたり、奪われたりしている現実があります。 

中でも同和問題は、今なお存在している重大な人権問題です。この問題について正しく理解し、みんなの力で解決

しなければなりません。 

江口いとさんの作品(詩)には、生涯の中で感じてきた｢人をみる視点｣｢自然に対する優しさ｣や「差別解消の願

い」などが豊かに表現されています。いとさんの作品に触れ、人としてのぬくもりを感じてみませんか。 

☆開館時間 9：30～17：00 
 7月 19日(月)は休館日です。 期 間 

会 場 

入場料 

う た 

(上のポスター：良山中 伊藤汐里さん) 

2009 年に人権啓発推進協議会に
寄せられたポスターをパネルにし

ました。 

第 24回 人権啓発パネル特別展 
同和問題啓発強調月間 


